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失語症の喚語困難の研究は、単語の記憶メカニズムの解明に資するとして、従来から関心が持た

れてきた。今回、著明な喚語困難を伴うウェルニッケ失語を呈した症例を経験したので報告する。

症例は、62 歳女性、右利き。頭痛、嘔吐のため他院に救急搬送された。失語、右同名半盲を呈し

ており、頭部 CT で左後頭、頭頂、側頭葉の皮質下出血と診断された。24 病日に当院に転院。25

病日に WAB 失語症検査を実施。重度の喚語困難と中等度のウェルニッケ失語を認めた。単語レベ

ルの聴覚的理解は良好、自発話は流暢で発語失行はなかった。55 病日、再度 WAB 失語症検査を実

施。理解障害は軽度にまで改善したが、喚語困難は残存していた。その後、刺激等価性検査によ

り呼称と単語レベルの聴覚的理解に関する追跡調査において、呼称は 13/31、聴覚的理解は 31/31

正答であった。本症例の喚語困難は、意味記憶に関与していないと考えられた。 


